
2025年3月12日 食肉産業展セミナー

「ミートジャーナル特別企画 混迷する時代の
明日のミートマーケットを読む」
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高橋 寛
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 ① [トラ・トラ・トラ] トランプ政策と日本の対応

 ② 中国の動向

 ③ 地球温暖化と異常気象 干ばつと洪水

昨年の講演
 ① 為替円安・ドル高

 ② 地球温暖化と異常気象 干ばつと洪水

 ③ ウクライナ戦争と穀物、燃料の高騰

 ④ 新型コロナのパンデミック

 ⑤ 家畜伝染病の蔓延（ASF・CSF 鳥インフル等）

 ⑥ 少子高齢化の食肉市場に与える影響の分析

 ⑦ 中国の動向 穀物高騰の背景

 ⑧ アニマルウェルフェア カリフォルニアの事例

 ⑨ 物流問題 労働争議と紅海イスラム過激派

混迷の時代 発生が続く諸問題
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① ［トラ・トラ・トラ］トランプ関税政策と日本の対応
非関税障壁をなくし、円高にすべし！とのご下命？

トランプ政権の主張： 関税が低すぎた 為替レートが高すぎた
 日本は関税率が低いが非関税障壁が問題だ。何が非関税障壁？

 2025年3月5日 対日トランプ政策 為替が円安なのはアンフェアだ！

 対日貿易赤字が増えるのは円安のせいだ。

 これを是正しないと対日輸入関税を上げる。との圧力

 日本の取れる方策とそのメリット・デメリット

１ 日本は故意に円安としていない事を説明→米国の反応は？ ダメかも？

２ 日銀の金利引き上げ→徐々に円高、インフレ抑制

副作用：デフレ、景気の悪化、株式・不動産・国債価格などの下落

３ 財務省・日銀の為替介入（円買いドル売り）→本来であれば、急な為替変動（円
安・円高）を 安定化、相場を適正な水準に誘導、輸入品価格の抑制

副作用：為替介入に対して諸外国から批判（今回は大丈夫か？）

一体全体いくらまで円高ならばトランプ政権は納得するのか？
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出典： 三井住友DSアセットマネジメント
https://www.smd-
am.co.jp/market/ichikawa/2025/02/irepo250217/



U.S. pork exports to Japan are 
subject to a trade-distorting “gate 
price mechanism” that functions as 
a variable levy. 
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With the implementation of the USJTA, the 
variable levy under the pork gate price 
mechanism is being reduced over time for 
U.S. pork, but not eliminated.



出典： 財務省「貿易統計」をグラフ化
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出典：日本銀行 主要時系列統計データ表
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出典：中华人民共和国国家发展和改革委员会データをグラフ化

豚肉： 中国の動向



出典： USDA FAS Feb. 24
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中国の豚飼養頭数が2020年激減、2021年激増
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11出典：USDA  PSD ON LINEデータを作図



米中貿易戦争 穀物の状況
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出所：日経新聞3月10日

Attribute 2023/2024 2024/2025 2023/2024 2024/2025 2023/2024 2024/2025

Beginning Stocks 206,040 211,286 33277 44104 138,818 134,503

Production 288,842 294,917 99248 102226 136,590 140,099

Imports 23,407 10,000 112031 109050 13,635 8,000

TY Imp. from U.S. 2,286 0 2,173 0

Total Supply 518,289 516,203 244556 255380 289,043 282,602

Exports 3 20 1502 1100 1,040 1,000

Feed Dom. Consumption 225,000 231,000 82000 85700 37,000 33,000

FSI Consumption 82,000 82,000 17950 18750 116,500 118,000

Domestic Consumption 307,000 313,000 198950 207450 153,500 151,000

Ending Stocks 211,286 203,183 794 870 134,503 130,602

在庫率 69% 65% 0% 0% 88% 86%

取崩し量（生産量－消費量） -18,158 -18,083 -99,702 -105,224 -16,910 -10,901

食料安全保障　単位：年 12 11 0 0 8 12

出典：USDA PSD Online data  March 10, 2025 から計算　食料安全保障：期末在庫/取崩し量（輸入ゼロを想定）

コーン 千トン 大豆 千トン 小麦 千トン
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エルニーニョ現象
エルニーニョとは、南米ペルー沿岸から熱帯
太平洋の中部までの広い海域の海水温度が
平年よりも0.5℃以上高い現象が、半年～１年
程度続く現象である。

ラニーニャ現象
エルニーニョの逆の現象をラニーニャという。
南米ペルー沿岸から熱帯太平洋の中部までの
広い海域の海水温度が平年よりも0.5℃以上
低い現象が、半年～１年程度続く現象である。

地球温暖化と異常気象 干ばつと洪水
エルニーニョとラニーニャ
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ラニーニャ現象
夏： 猛暑と大雨 大型の台風襲来
冬： 厳しい寒さ 日本各地で大雪

エルニーニョ現象
夏： 冷夏 長い梅雨
冬： 暖冬 日本各地で雪不足
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出典：気象庁 2025年3月5日

ラニーニャの気象傾向 6月～8月

エルニーニョの気象傾向 6月～8月

エルニーニョ発生時：
①豪州は干ばつ傾向
②牧草の減少
③肉牛体重減少
④出荷頭数増加のち減少
⑤供給増すなわち価格下落
米国西部は降雨傾向

ラニーニャ発生時：
①豪州は多雨傾向
②潤沢な牧草
③肉牛体重増加
④出荷頭数減少のち増加
⑤供給減すなわち価格上昇
米国西部は降雨傾向
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2022年 ラニーニャ発生時
アメリカ南西部と西海岸の干ばつ
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Thank you !

www.b-int.co.jp

時代の先を読む セミナー承ります。
takahashi@bridgeint.name


